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利
い
た
見
返
し
、
や
り
回
し
と
呼
ば
れ
る
方
向
転
換
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
木
製
の
車
輪
と
車
軸
が
こ
す
れ
た
き
し
む

音
と
油
の
焼
け
る
匂
い
、
軽
快
な
お
囃
子
と
ジ
ョ
ヤ
サ
の

掛
け
声
、
そ
ろ
い
の
浴
衣
半
纏
に
町
内
た
す
き
、
随
所
で

見
せ
る
輪
踊
り
手
踊
り
、
こ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て
土
崎

港
の
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
平
成
九
年
に
国
の
重
要
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
平
成
二
十
八
年
、
県
内
の
土
崎
神
明

社
祭
の
曳
山
行
事
、
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
、
花
輪
祭

の
屋
台
行
事
の
三
つ
を
含
む
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
の

三
十
三
件
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。

（2）　

　
土
崎
神
明
社
は
土
崎
港
の
鎮
守
と
し
て
千
六
百
二
十
年

こ
ろ
建
立
さ
れ
、
曳
山
は
町
内
だ
け
で
は
な
く
北
前
船
の

日
本
海
側
の
貿
易
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た
商
人
や
寺
で
も

出
し
て
い
た
よ
う
で
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
は

四
十
台
も
出
て
い
た
よ
う
で
す
。
現
在
は
奉
賛
会
に
加
盟

し
て
い
る
町
内
だ
け
が
曳
山
奉
納
を
許
さ
れ
、
五
十
二
町

内
ほ
ど
が
加
盟
し
て
い
て
台
数
は
三
十
六
台
ほ
ど
あ
り
、

毎
年
二
十
台
か
ら
二
十
五
台
ほ
ど
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
曳
山
の
目
的
は
町
内
外
の
厄
払
い
の
た
め
と
さ
れ
、
七

月
二
十
日
の
宵
宮
と
二
十
一
日
の
本
祭
り
に
街
を
練
り
歩

き
、
災
い
を
取
り
込
ん
だ
曳
山
は
二
十
二
日
に
解
体
さ
れ

ま
す
。
二
十
日
は
町
内
運
行
と
神
明
社
参
拝
が
行
わ
れ
、

二
十
一
日
は
午
前
中
に
南
の
殻
保
町
に
各
曳
山
が
集
合
し
、

街
中
を
お
祓
い
し
て
回
っ
て
き
た
神
明
社
の
神
輿
を
迎
え

ま
す
。
殻
保
町
の
御
旅
所
で
神
事
が
行
わ
れ
、
午
後
、
神

輿
に
付
随
し
て
曳
山
が
一
斉
に
動
き
出
す
御
幸
曳
山
が
ス

タ
ー
ト
し
、
相
染
町
の
御
旅
所
ま
で
行
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
の
神
事
が
終
わ
り
、
夜
に
な
る
と
各
曳
山
は
町

内
に
帰
っ
て
い
く
の
が
戻
り
曳
山
と
呼
ば
れ
る
フ
ィ
ナ
ー

レ
で
す
。
最
近
で
は
勇
壮
な
曳
山
運
行
を
暴
れ
る
こ
と
と

勘
違
い
し
て
い
る
若
者
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で

す
。

　
曳
山
の
見
ど
こ
ろ
と
し
て
、
町
内
に
よ
っ
て
山
車
の
大

き
さ
や
運
行
が
違
う
と
こ
ろ
、
武
者
人
形
で
表
現
し
た
勇

壮
な
合
戦
の
場
面
、
裏
の
囃
子
の
や
ぐ
ら
の
上
の
風
刺
の

　
南
部
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員
の
会
議
で
、
今
年
度
の
自

主
企
画
と
し
て
、
た
ま
に
は
身
体
を
動
か
す
事
は
ど
う
か
、

と
い
う
案
が
出
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
が
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
普
及
に
力
を

入
れ
て
い
る
「
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
」
に
挑
戦
し
て
み
よ

う
と
企
画
し
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
に
声
掛
け
し
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
の
協
力
を

得
て
、
南
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
と
て
も
暑
か
っ
た
で
す
。

☆
☆
土
崎
地
区
☆
☆

地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い

南
部
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員
　
鈴
　
木
　
房
　
子

☆
☆
南
部
地
区
☆
☆

土
崎
神
明
社
祭
の
曳
山
行
事

土
崎
港
曳
山
会
理
事
　
　
　
　
　
　
　

壹
騎
町
一
区
　
湊
　
　
　
信
　
一

神
事
「
曳
山
行
事
」

手
踊
り
が
花
を
添
え
る
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秋
田
市
夏
ま
つ
り
雄
物
川
花
火
大
会
は
、
今
回
で
節
目

の
三
十
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　
同
花
火
大
会
と
関
係
の
深
い
雄
物
川
改
修
整
備
開
始
か

ら
百
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
含
め
た
記

念
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
七
月
三
十
日
（
土
）
に
「
雄
物
川
放
水

路
通
水
五
十
周
年
記
念
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

同
年
二
月
に
新
屋
振
興
会
・
勝
平
振
興
会
・
茨
島
町
内
連

合
の
役
員
が
、
開
催
に
向
け
た
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、

本
格
的
に
大
会
開
催
の
準
備
に
は
い
り
ま
し
た
。

（3）

　
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
だ
れ
で
も

気
軽
に
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
コ
ー
ト
作
り
に
始
ま
り
、

そ
れ
が
出
来
た
ら
早
々
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
し
て
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
ゲ
ー
ム
を
始
め
ま
し
た
。

　
最
初
の
人
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
四
輪
）
を
送
球
し
て
コ
ー

ト
の
中
に
入
れ
、
今
度
は
、
フ
ロ
ッ
カ
ー
（
三
輪
）
を
そ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
近
づ
け
ま
す
。
赤
と
黄
に
分
か
れ
、
三

球
ず
つ
送
球
し
て
い
ち
ば
ん
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
近
い
数
で
競

う
ゲ
ー
ム
で
す
。

　
簡
単
そ
う
で
こ
れ
が
な
か
な
か
思
う
様
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
床
の
上
を
送
球
す
る
の
だ
が
、
右
や
左
へ
と
力
の
入

れ
具
合
や
手
首
の
使
い
方
で
い
ろ
ん
な
方
向
に
行
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
頑
張
る
が
、
珍

プ
レ
ー
続
出
。
会
場
内
は
笑
い
声
や
座
り
込
ん
で
考
え
る

人
な
ど
、す
ご
く
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
時
間
が
ア
ッ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
、
暑
さ
を
す
っ
か
り
忘
れ
て

熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
様
に
だ
れ
で
も
気
軽
に
出
来
る
、
そ
し
て

地
域
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
る
事
が
出
来
る
企
画
を
考

え
、
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
奨
励
員
一

人
一
人
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
み
ん
な
で
協
力
し
取

り
組
み
た
い
も
の
で
す
。

三
十
回
を
迎
え
た
雄
物
川
花
火
大
会

秋
田
市
夏
ま
つ
り
雄
物
川
花
火
大
会
実
行
委
員
会
　

藤
　
田
　
　
　
強

☆
☆
西
部
地
区
☆
☆

真
夏
の
夜
の
華

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

悪
戦
苦
闘
中
！
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建
設
省
秋
田
工
事
事
務
所
（
現
国
土
交
通
省
秋
田
河
川

事
務
所
）・
秋
田
県
・
秋
田
市
・
秋
田
商
工
会
議
所
等
の
協

賛
を
得
な
が
ら
、
又
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
で
、

第
一
回
大
会
は
成
功
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
翌
年
は
、
秋
田
市
制
百
周
年
記
念
大
会
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。
国
交
省
秋
田
河
川
事
務
所
・
秋
田
市
・
秋
田
商

工
会
議
所
等
の
支
援
、
秋
田
市
内
の
各
企
業
の
協
賛
、
三

地
区
か
ら
の
実
行
委
員
の
皆
様
の
献
身
的
な
協
力
で
、
荒

天
等
で
順
延
は
あ
り
ま
し
た
が
、
中
止
は
一
回
も
無
く

三
十
回
大
会
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
秋
田
西
中
学
校
生

徒
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
平
成
十
一
年
か
ら
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
花
火
に
つ
い
て
、
九
人
の
生
徒
が
四

部
構
成
の
中
の
一
部
を
担
当
し
、
自
分
の
考
案
し
た
花
火

を
発
表
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、「
竿
灯
ま
つ
り
」「
土
崎
港
曳
山
ま
つ
り
」

と
と
も
に
、
秋
田
市
の
三
大
夏
ま
つ
り
の
一
つ
と
し
て
定

着
し
て
お
り
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
に
興
奮
と
感
動
を
与

え
る
大
会
を
目
指
し
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
私
の
住
む
中
通
は
秋
田
市
中
心
部
の
地
区
で
、
こ
こ
を

東
西
に
は
し
る
狭
い
一
方
通
行
の
仲
小
路
は
、
か
つ
て
狭

い
な
が
ら
も
生
き
生
き
と
し
た
生
活
道
路
で
し
た
。
小
間

物
屋
さ
ん
、
お
菓
子
屋
さ
ん
、
床
屋
さ
ん
、
靴
屋
さ
ん
、

自
転
車
屋
さ
ん
、
魚
屋
さ
ん
な
ど
多
く
の
店
が
道
路
に
面

し
て
い
て
、
日
中
は
そ
こ
・
こ
こ
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

姿
が
見
ら
れ
、
夕
方
に
な
る
と
何
軒
か
あ
る
飲
み
屋
さ
ん

に
も
灯
り
が
と
も
り
、
ひ
と
の
住
ま
い
す
る
界
隈
の
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し

た
。

　
そ
れ
か
ら
二
十
余
年
、
当

地
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
道
路
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
る

こ
と
も
ま
れ
に
な
り
ま
し

た
。
仲
小
路
は
い
ま
車
主
体

の
一
方
通
行
と
な
り
、
ま
ち

並
み
を
彩
っ
て
い
た
様
々
な

店
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て

い
ま
す
。

　
町
内
の
役
員
会
で
話
題
に

な
っ
た
の
が
町
の
変
わ
り
よ

う
で
す
。「
こ
の
ま
ま
で
は

こ
の
町
が
風
化
す
る
。
何
か

し
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
い

う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
の
が

『
花
の
あ
る
ま
ち
』
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い
町
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
建
物
の
壁
や
窓
を
花
で
飾
る
の
で
す
。
つ

ま
り
道
路
に
面
し
た
敷
地
、建
物
の
足
元
や
壁
を
花
で
飾
っ

て
中
通
を
花
の
あ
る
ま
ち
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
。

　
こ
れ
に
は
戸
建
て
の
人
々
は
も
ち
ろ
ん
、
地
区
に
多
い

マ
ン
シ
ョ
ン
の
人
々
の
協
力
が
必
要
で
す
。
界
隈
に
多
い

空
き
地
利
用
の
駐
車
場
や
業
務
ビ
ル
な
ど
は
居
住
者
が
い

な
い
た
め
簡
単
に
は
い
か
な
い
が
、
こ
れ
も
時
間
を
か
け

て
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
花
を
育
て
る
の
は
一
仕
事
、
水
や
り
や
草
取
り
な
ど
き

め
細
か
い
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
だ
が
、
こ
れ
も
冬
季
の

共
同
除
雪
と
同
じ
で
、こ
う
い
っ
た
こ
と
を
一
つ
一
つ
や
っ

て
い
く
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
思

い
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

花
の
あ
る
ま
ち

中
央
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員
　
佐
々
木
　
　
　
孝

☆
☆
中
央
地
区
☆
☆

ビ
ル
街
に
も
『
花
の
あ
る
ま
ち
』
へ

地
域
の
絆
で
三
十
回

ホ
ッ
と
す
る
『
花
の
あ
る
ま
ち
』
を
目
指
し
て
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市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
学
習
活
動
に

励
ん
で
い
る
方
々
の
発
表
の
機
会
や
地
域
住
民
の
語
ら
い
、

親
睦
を
深
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
芸
能
発
表
や
作
品
展
示
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
等
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
会
場
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
内
容
、
開
催
日
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

○
北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
九
月
三
十
日
（
土
）・
十
月
一
日
（
日
）

○
中
央
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
十
月
十
四
日
（
土
）・
十
五
日
（
日
）

○
西
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
十
月
十
四
日
（
土
）・
十
五
日
（
日
）

○
南
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
十
月
十
四
日
（
土
）・
十
五
日
（
日
）

○
東
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
十
月
二
十
一
日
（
土
）・
二
十
二
日
（
日
）

○
河
辺
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
十
月
二
十
一
日
（
土
）・
二
十
二
日
（
日
）

○
雄
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
十
月
二
十
一
日
（
土
）・
二
十
二
日
（
日
）

　
※
北
部
公
民
館
ま
つ
り
は
耐
震
補
強
工
事
中
の
た
め

　
　
開
催
し
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
九
年
度

  
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

昨年度の
様子

い
ー
ぱ
る
ま
つ
り

な
ん
ぴ
あ
ま
つ
り

セ
ン
タ
ー
ス
ま
つ
り

キ
タ
ス
カ
ま
つ
り

か
わ
べ
ま
る
ご
と
ま
つ
り

ユ
ー
ビ
ス
ま
つ
り

ウ
エ
ス
タ
ー

ま
つ
り
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久
し
ぶ
り
に
大
森
山
動
物
園
に
行
っ
た
。
数
頭
の
カ

ピ
バ
ラ
が
、
丸
ま
っ
て
一
塊
に
な
っ
て
入
浴
し
て
い
る

様
子
を
も
う
一
度
見
た
く
て
行
っ
た
の
だ
。

　
し
か
し
、
灼
熱
の
太
陽
の
下
で
は
、
そ
ん
な
様
子
を

見
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
。
ず
ん
ぐ
り
と
大
き
く
な
っ
て
、

流
れ
の
中
を
悠
々
と
泳
い
で
い
た
。
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

が
あ
る
の
で
、
思
い
つ
い
た
時
に
、
ひ
ょ
い
と
行
け
る

の
は
嬉
し
い
。
涼
し
く
な
っ
た
ら
、
又
、
カ
ピ
バ
ラ
に

会
い
に
行
こ
う
。

�

（
田
村
）　

『
あ
し
た
の
風
』
第
85
号

発
行　

　平
成
29
年
９
月
１
日

編
集
発
行

　
　秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

　
　秋
田
市
山
王
一
丁
目
一
番
一
号

 

　
　
　
　
　
　
　

電
話

　〇
一
八
―
八
八
八
―
五
八
一
〇

編 

集 

委 

員
（
秋
田
市
生
涯
学
習
奨
励
員
）

田
　
村
　
美
穂
子
（
土
崎
）　
佐
々
木
　
　
　
孝
（
中
央
）

池
　
田
　
チ
ヅ
子
（
東
部
）　
相
　
原
　
和
　
子
（
西
部
）

乙
　
供
　
美
　
香
（
南
部
）　
相
　
澤
　
栄
　
子
（
北
部
）

石
　
塚
　
小
枝
子
（
河
辺
）　
竹
　
下
　
潮
　
子
（
雄
和
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
広
報
誌
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
価
　
一
部
57
円
（
消
費
税
抜
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
部
数
　
一
、一
〇
〇
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
布
方
法
　
無
料
配
布

（6）　

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍
蠍

　
生
涯
学
習
奨
励
員
っ
て
・
・
・

　
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
を
盛
ん
に
す
る
た
め

に
は
、
住
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
学
習
活
動
を
奨

励
、
援
助
す
る
人
が
必
要
で
す
。

　
生
涯
学
習
奨
励
員
は
、
市
町
村
や
各
種
団
体
が

主
催
す
る
行
事
へ
の
参
加
を
促
し
た
り
、
楽
し
い

学
習
事
例
を
紹
介
し
た
り
す
る
ほ
か
、
公
民
館
や

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
地

域
の
行
事
を
自
ら
企
画
し
た
り
、
他
の
企
画
に
進

ん
で
参
加
ま
た
は
応
援
、
協
力
す
る
等
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　「
あ
し
た
の
風
」
は
ど
こ
に
配
布
し
て
る
の
？

　「
あ
し
た
の
風
」
は
年
２
回
（
９
月
と
２
月
）

各
一
、一
〇
〇
部
発
行
し
、
秋
田
県
の
社
会
教
育

施
設
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
な
ど
）
や

秋
田
市
の
社
会
教
育
施
設
（
公
民
館
、
図
書
館
な

ど
）、
社
会
教
育
関
係
委
員
（
社
会
教
育
委
員
、

生
涯
学
習
奨
励
員
な
ど
）
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
地
域

セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

室
（
八
八
八
―
五
八
一
〇
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

編

集

後

記

に

か

え

て

　
平
成
二
十
九
年
五
月
十
七
日
、
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
平
成
二
十
九
年
度
秋
田
県

生
涯
学
習
奨
励
員
協
議
会
の
席
上
で
、
左
記
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
　
野
　
陵
　
子
　
奨
励
員
（
中
央
地
区
）

　
斎
　
藤
　
郁
　
子
　
奨
励
員
（
中
央
地
区
）

　
高
　
橋
　
若
　
子
　
奨
励
員
（
中
央
地
区
）

　
高
　
橋
　
紀
　
子
　
奨
励
員
（
土
崎
地
区
）

　
京
　
野
　
　
　
香
　
奨
励
員
（
土
崎
地
区
）

　
藤
　
原
　
博
　
子
　
奨
励
員
（
南
部
地
区
）

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度

秋
田
県
生
涯
学
習
奨
励
員
協
議
会

 

功
労
者
表
彰


